
【現年】 一般職給料 707,000円　通勤手当 21,300円　時間外勤務手当 105,813円　市町村職員共済
組合負担金 174,061円　市町村職員互助会負担金 3,000円　消耗品費 32,765円　光熱水費 100,000
円　通信運搬費 70,000円　整備工事設計委託料 810,700円　整備工事監理委託料 559,900円　整備
工事請負費 18,778,100円
【繰越】 消耗品費 48,963円　通信運搬費 70,000円　整備工事監理委託料 553,300円　整備工事請負
費 18,797,900円

備　 考 　補助金は補助基準事業費の50％国・10％県であるが、すべて県支出金として受け入れている。

項 2 林業費 目 3 林道事業費

特定財源の名称・金額
令和4年度森林基盤整備事業（山村強靭化林道整備事業）補助金 12,000,000円（国 10,000,000円　県
2,000,000円）　令和3年度（繰越精算額）森林基盤整備事業（山村強靭化林道整備事業）補助金 11,410,000円
（国 9,508,000円　県 1,902,000円）　公共事業等債 14,900,000円（R4 7,900,000円　R3繰越 7,000,000円）

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 5 農林水産業費

  うち繰越分↓
5,239,000

  うち繰越分↓

1,060,163 1,222,000 一般財源(e) 651,735
  うち繰越分↓

2,522,802

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
うち受益者負担

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓
 その他(d)

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

23,410,000
  うち繰越分↓

20,000,000
  うち繰越分↓

7,000,000 5,800,000

11,410,000 8,400,00018,400,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓   うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b) 590,000
  うち繰越分↓

 地方債(c) 800,000
  うち繰越分↓

14,900,000

  うち繰越分↓

43,639,000
  うち繰越分↓

0 19,470,163 15,422,000

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 2,041,735
  うち繰越分↓

40,832,802

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

　幹線や主要林道の強靭化すべき路線を選定し、不安定箇所の改良舗装工事を実施する。

事務事業の成果
結果・実績はどうか

○令和3年度実績
　　　　　　　林道三蔵窪線（中庄地区）：L=45.8m　W=3.0ｍ（地質調査）
　　　　　　　林道三蔵窪線（西庄地区）：L=500.0m　W=3.0m（測量設計）
○令和4年度実績
　　　　　　　林道三蔵窪線（中庄地区）：L=47m　W=3.0ｍ（測量設計・改良工事）(前年度より継続箇所)
 (繰越予算)林道三蔵窪線（西庄地区）：L=512m　W=3.0m（Co舗装工事）(前年度より継続箇所)
　　　　　　　林道三蔵窪線（中庄地区）：L=321m　W=3.0（測量設計）(補正箇所)

特記事項
　林道三蔵窪線は、令和元・2年度の2ヵ年に「農山漁村地域整備交付金」により事業を実施。令和3年度
から「山村強靭化林道整備事業」により事業を実施。

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

山林所有者、山村地域住民等 対 象 者 同左

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

　森林整備促進のための基盤施設である林道を整備するとともに、災害時の迂回路として利用することに
より、民生の安定を図る。

事業継続年数 事業開始年度 令和3年度

分野別施策 １　農林業の振興 所 属 長 末内 良明 

主な施策 ６　林道、作業道の整備 電話番号 79-5342

第２次
総合計画体系

政策目標 ３　にぎわいのあるまち 担当部署 建設課

根拠法令等 森林環境保全整備事業実施要綱

事業実施方法区分

東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 山村強靭化林道整備事業 整理番号 1310-006

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


